
■ 自衛艦「ゆら」福島港に寄港
４
月
16
日
、
海
上
自
衛
隊
の
輸
送

艦
「
ゆ
ら
」
が
福
島
港
に
寄
港
、

同
港
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
（
海
上

自
衛
隊
艦
艇
串
間
協
力
会
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
ゆ
ら
」
は
沿

岸
海
域
の
へ
き
地
や
離
島
へ
の
物

資
・
人
員
を
輸
送
す
る
た
め
に
建

造
さ
れ
た
中
型
艦
で
す
。
17
日
に

は
午
前
・
午
後
に
分
け
て
艦
内
を

一
般
公
開
し
、
翌
18
日
に
は
次
の

寄
港
地
へ
向
け
出
港
し
ま
し
た
。

■ 交通安全を心がけましょう
４
月
６
日
、
国
道
２
２
０
号
高
松

ト
ン
ネ
ル
西
側
駐
車
帯
で
、
春
の

交
通
安
全
運
動
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
あ
り
ま
し
た
。
串
間
市
交
通

安
全
対
策
協
議
会
、
串
間
警
察
署
、

串
間
市
交
通
安
全
協
会
な
ど
の
約

50
人
が
、
志
布
志
市
方
面
か
ら
の

通
行
車
両
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
手
渡

し
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

６
日
現
在
、
串
間
市
で
は
死
亡
事

故
ゼ
ロ
１
１
６
９
日
継
続
中
で
す
。

■ アジサイ植栽の記念碑建立
４
月
11
日
、
ふ
る
さ
と
林
道
小
布

瀬
・
風
野
線
で
ア
ジ
サ
イ
記
念
碑

の
除
幕
式
が
あ
り
ま
し
た
。
記
念

碑
は
広
野
歩
こ
う
会
（
黒
原
正
宏

代
表
・
18
人
）
を
中
心
と
し
た
植

栽
活
動
を
顕
彰
し
よ
う
と
市
民
有

志
が
建
立
し
た
も
の
で
す
。
同
林

道
で
は
こ
れ
ま
で
の
植
栽
に
よ
り

６
、０
０
０
本
の
ア
ジ
サ
イ
を
は
じ

め
モ
ミ
ジ
や
ヒ
ガ
ン
花
が
四
季
折
々

に
市
民
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

■ 笠祇小児童が田植えを体験
４
月
14
日
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
る
笠

祇
地
区
で
も
ち
米
の
田
植
え
作
業

体
験
が
あ
り
ま
し
た
。体
験
に
は
、

笠
祇
小
学
校
の
児
童
９
人
と
保
護

者
３
人
、
先
生
４
人
も
参
加
。
こ

の
日
は
天
気
も
良
く
、
楽
し
く
田

植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。
８
月
上

旬
に
は
稲
刈
り
を
、
来
年
１
月
に

は
餅
つ
き
大
会
を
行
い
、
み
ん
な

で
お
い
し
く
味
わ
う
予
定
で
す
。

■ 農業の楽しさ体験しました
３
月
31
日
、
西
下
弓
田
の
水
田
で

り
ん
ぽ
か
ん
保
育
園
の
園
児
が
農

業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

り
ん
ぽ
か
ん
保
育
園
の
保
護
者
、

松
田
朋
和
・
香
里
夫
妻
が｢

農
業

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い｣

と
企

画
、
自
身
の
水
田
を
提
供
し
た
も

の
で
す
。
園
児
た
ち
は
田
植
え
機

に
交
代
で
乗
っ
た
後
、
裸
足
に
な
っ

て
水
田
に
入
り
田
植
え
も
体
験
。

本
格
的
な
農
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

和
太
鼓
の
心
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
伝
え
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
２
０
０
７
年
７
月
か
ら

２
０
０
９
年
７
月
ま
で
の
２
年
間
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
和
太
鼓
の
指
導
に
当
た
っ
た
蓑
輪
敏
泰
さ
ん
。

日
本
移
民
１
０
０
周
年
記
念
式
典
で
の
「
千
人
太
鼓
」
の
大
成
功
な
ど
、
現
地
で
の
活
動
内
容

や
苦
労
話
な
ど
を
、
ご
本
人
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

串
間
く
る
み
太
鼓
の
代
表
を
務
め

る
蓑
輪
敏
泰
さ
ん
（
61
歳
）。
２
０

０
７
年
７
月
か
ら
２
０
０
９
年
７
月

ま
で
の
２
年
間
に
わ
た
り
、
日
本
太

鼓
連
盟
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
シ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル

に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
和
太
鼓
を
普
及
さ
せ
る

　

派
遣
の
目
的
は
和
太
鼓
の
基
礎
拡

充
、
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
地
方
で
の

普
及
な
ど
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
和
太
鼓
を

根
付
か
せ
る
こ
と
。
中
で
も
２
０
０

８
年
６
月
21
日
に
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン

パ
ウ
ロ
で
開
催
さ
れ
た「
ブ
ラ
ジ
ル
・

日
本
移
民
１
０
０
周
年
記
念
式
典
」

で
披
露
さ
れ
た
「
千
人
太
鼓
」
を
指

導
し
成
功
に
導
く
こ
と
は
、
重
要
か

つ
難
し
い
仕
事
で
し
た
。

　

和
太
鼓
は
２
０
０
２
年
に
ブ
ラ
ジ

ル
に
導
入
さ
れ
、
２
０
０
４
年
に
ブ

ラ
ジ
ル
太
鼓
協
会
が
発
足
し
た
ば

か
り
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
歴
史
は
浅

い
和
太
鼓
、
蓑
輪
さ
ん
が
初
め
て
聴

い
た
印
象
は
「
荒
っ
ぽ
く
と
に
か
く

パ
ワ
フ
ル
。
そ
し
て
速
い
リ
ズ
ム
」。

さ
ら
に
動
作
、
音
と
も
に
不
揃
い
が

目
立
ち
、「
間
」
を
取
る
こ
と
が
苦

手
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

予
想
し
て
い
た
も
の
の
、
不
安
な
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

千
人
太
鼓
へ
の
挑
戦

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
活

動
拠
点
を
構
え
ま
し
た
。
千
人
太
鼓

の
状
況
を
確
認
す
る
と
、
打
ち
手
は

６
０
０
人
程
度
、
使
え
る
太
鼓
は
７

０
０
個
程
度
。
本
番
ま
で
１
年
も
な

い
中
、
不
安
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
準
備
を
進
め
る

に
つ
れ
打
ち
手
の
人
数
も
増
え
、
本

番
半
年
前
に
は
１
、
２
０
０
人
、
最

終
的
に
は
１
、
１
８
７
人
で
の
千
人

太
鼓
と
な
り
ま
し
た
。

　

千
人
太
鼓
参
加
者
へ
の
指
導
が
始

ま
り
ま
し
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
チ
ー

ム
に
は
直
接
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
以
外

の
地
方
で
は
数
カ
所
に
拠
点
を
置
き
、

多
い
時
で
は
十
数
チ
ー
ム
、
２
〜
３

０
０
人
を
集
め
指
導
し
ま
し
た
。

　

演
奏
の
練
習
が
順
調
に
進
む
一

方
、
心
配
だ
っ
た
の
が
本
番
で
の
入

退
場
。
会
場
は
本
来
カ
ー
ニ
バ
ル
で

使
用
す
る
長
さ
５
２
０
ｍ
、
幅
12
ｍ

の
特
殊
な
形
状
で
あ
る
上
、
主
催
者

か
ら
千
人
太
鼓
に
与
え
ら
れ
た
時
間

は
10
分
。
６
分
の
演
奏
時
間
を
除
き
、

入
退
場
を
わ
ず
か
２
分
ず
つ
で
行
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
か
つ
て
所
属
し
た
消
防
団
で

の
規
律
訓
練
を
生
か
し
、
会
場
の
完

成
が
本
番
前
日
で
リ
ハ
ー
サ
ル
も
完

全
に
で
き
な
い
中
、
そ
の
難
題
も
な

ん
と
か
ク
リ
ア
で
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
番
、
そ
し
て
大
成
功

　

本
番
で
は
１
、
１
８
７
人
の
打
ち

手
が
５
２
０
ｍ
の
長
さ
の
会
場
で
太

鼓
を
打
つ
た
め
に
、
会
場
の
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
ス
ピ
ー
カ
を
設
置
、
中

央
で
打
つ
鉄
管
の
音
を
流
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
60
人
の
指
揮
者
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
広
さ
に
よ
る
リ
ズ
ム
の
バ

ラ
つ
き
を
解
消
で
き
ま
し
た
。

　

３
万
人
の
大
観
客
。
日
本
か
ら
皇

太
子
さ
ま
も
ご
臨
席
に
な
り
、
い
よ

い
よ
演
奏
開
始
。
こ
の
１
年
間
で
一

番
の
音
の
揃
い
具
合
の
大
成
功
。
観

客
は
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
た
た
え
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
大

喝
采
と
な
り
ま
し
た
。
心
配
し
て
い

た
入
退
場
も
含
め
、
割
り
当
て
ら
れ

た
10
分
内
に
見
事
収
め
ま
し
た
。
地

元
紙
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
（
日
本
語
版
）

は
「
一
糸
乱
れ
ぬ
ド
迫
力
の
千
人
太

鼓
」
と
た
た
え
、
報
じ
ま
し
た
。

　

千
人
太
鼓
終
了
後
も
基
本
、
打
法
、

知
識
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
な
ど
、

和
太
鼓
普
及
の
た
め
ブ
ラ
ジ
ル
国
内

を
奔
走
。
そ
の
活
動
距
離
は
８
万
㎞

を
超
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
の

成
果
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
推
薦
を
受
け
、

今
年
３
月
15
日
に
天
皇
皇
后
両
陛
下

と
の
御
接
見
が
実
現
。
活
動
状
況
の

写
真
を
使
い
、
両
陛
下
に
そ
の
活
動

を
説
明
し
ま
し
た
。

今
後
も
続
く
活
動

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
派
遣
終
了
後
、
昨
年

11
月
に
再
び
ブ
ラ
ジ
ル
へ
。
今
年
２

月
ま
で
、
さ
ら
な
る
和
太
鼓
の
普
及

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
６
月
に
も
ブ

ラ
ジ
ル
に
渡
る
予
定
で
す
。

　

２
０
０
７
年
に
比
べ
、
現
在
で
は

和
太
鼓
人
口
・
チ
ー
ム
数
も
増
え
、

ブ
ラ
ジ
ル
太
鼓
協
会
の
中
に
も
リ
ー

ダ
ー
が
育
っ
て
き
ま
し
た
。「
今
後

も
体
が
許
す
限
り
、
継
続
し
て
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」。
蓑
輪
さ
ん

は
、
今
後
も
ブ
ラ
ジ
ル
で
和
太
鼓
の

心
を
伝
え
て
い
く
覚
悟
で
す
。

蓑 輪  敏 泰さん
（福島地区・上小路）

㈶日本太鼓連盟１級公認指導員

二女の真弥さんも助手として現地に駆け付けた（写真中央）

太鼓の指導にも熱が入る

「ブラジル・日本移民100周年記念式典」での千人太鼓の演奏
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